
まなぼう
生 涯 学 習 ！

総社市役所のホームページ http://www.city.soja.okayama.jp/
地域・文化・自然が支える心豊かな生活交流都市 総社市役所は地球温暖化防止国民運動「チーム・マイナス６％」

に賛同しています。広報そうじゃは、資源保護と環境保全のた
め古紙配合率100％再生紙と大豆油インキを使用しています。

公民館や分館を
まちづくりの拠点に　

生涯学習はいつでも、どこでも行えま

すが、生涯学習に取り組む多くの人

は、公民館をよく利用していることと思い

ます。

公民館は、戦後の荒廃した社会情勢のな

かで、社会教育こそ日本再建の原動力であ

るとの観点から、当時の文部省の寺中作雄

公民教育課長が、市町村に社会教育施設の

拠点である公民館の設置を推進しました。

その寺中さんは、公民館には社会教育、社

交娯楽、まちづくり、産業振興、青年の要

請に最も関心をもつところという５つの性

格があるとしています。これらの性格は現

在に至るまで引き継がれており、これから

も欠くことがないものだと考えます。

住民の地域意識が薄れるなか、公民館は

まちづくりの機関として、今後も重要な役

割を果たす必要があるのではないでしょう

か。地域での会合やまつり、スポーツなど

の拠点としても公民館は幅広く利用されて

きました。これは単なる社会教育機関とし

てでなく、まちづくりの機関として利用さ

れているのです。

市内には、６つの公民館と２０の分館が

あります。学習活動の場としてだけでなく、

まちづくりの拠点とするなど幅広い活用を

してみてはどうでしょうか。

新潟県十日町市の中条地区と山手地区の児童の夏の
交流事業に向けて６月２８日、山手公民館で開かれた
昼食係の打合会。参加する子どもたちに楽しい思い出
にしてもらおうと、人数や量など細部にわたって念入
りな打ち合せが行われていた。この交流は、福山合戦
を縁に、平成９年以降、毎年実施されている
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雪 舟 フ
ェ
ス
タ

開催時間 イベント内容　　　　　　　　　　　　場　　　　所

８：３０～１０：００ 青空市場（婦人会） 市民会館前の広場

１３：００～１６：００ カラオケ大会 市民会館

１３：００～１５：００ お茶席 市民会館ロビー

１５：３０～１７：００ Ｓｅｃｒｅｔ　Ｏｃｅａｎコンサート 高梁川河川敷催し物特設ステージ

１７：２０～１７：４０ オープニング 〃

１７：４５～１８：０５ キッズダンス 〃

１８：１０～１８：２５ 藤雪会（銭太鼓ほか） 〃

１８：２０～１９：５５ 総おどり 高梁川河川敷特設おどりゾーン

１８：３０～１９：００ ジュビダンス 高梁川河川敷催し物特設ステージ

１９：０５～１９：１５ うちわ抽選 〃

１９：２０～１９：３５ 藤寿会（銭太鼓） 〃

１９：４０～１９：５５ 松玉会（傘踊りほか） 〃

１９：５５～２０：１０ 花火 高梁川河川敷

２０：１０～２０：５５ 備中温羅太鼓 高梁川河川敷催し物特設ステージ

２０：１０～２０：５５ ええとこ囃しコンテスト 高梁川河川敷特設おどりゾーン

２１：００～２１：１５　 踊りコンテスト表彰式 高梁川河川敷催し物特設ステージ

２１：１５～２１：３５　 フィナーレ（ええとこ囃し踊り生演奏） 〃

２１：３０～２１：４５ 花火 高梁川河川敷

※小学生書道展は、８月４日・５日の両日、天満屋ハピータウンリブ総社店で開催

（注）開催時間は変更になることがあります。

486Ｐ

Ｐ
Ｐ

Ｐ

Ｊ
Ｒ
伯
備
線高

梁
川

ま
つ
り
会
場

正午から進入禁止

正午から
進入禁止

総社大
橋

この区間はこの区間は
午後２時から１午後２時から１１時まで時まで
会場方向へは進入禁止会場方向へは進入禁止

高梁川合同堰

神在小

総社西中

市役所

そ
う
じ
ゃ

水
辺
の
楽
校

そ
う
じ
ゃ

ひがしそう
じや

ごうけ
い

Ｐ Ｐ
総社中央小

西公民館

8/4（土）
（雨天の場合は５日（日）に順延）

15:30～
高梁川河川敷グラウンド

スケジュール

●会場へはシャトルバスの利用を［午後２時以降］
【往復】市 役 所　　　　　 まつり会場

ＪＲ総社駅 まつり会場
※まつり終了後の帰りの便は３台の増便あり

さ
ぁ祭り
だ

北小学区おどろう会では、総おどりに出る約２００人が
手作りのぞうりをはいて参加しようと、６月下旬からぞう
り作りに取り組んだ。３年ほど前からあった企画で、十分
な量のわらが確保できたため今年実施となった。「これで
踊るんよ」と笑いのたえないぞうり作り会場だった。

問い合わせ　総社市民まつり実行委員会事務局
（1(2１１２６、総社商工会館内）

！！
※注意
マイカーでの来場はできませんの
で、まつり会場へはシャトルバス、
徒歩、自転車で、ご来場ください。

催し物特設ステージ

本部

夜
店

夜
店

花火
打上場所

おどり
スタート

おどり
ゴール

お
ど
り
ゾ
ー
ン

　
お
ど
り
ゾ
ー
ン

おどり用ステージ

駐輪場

総
社
大
橋

湛
井

高 

梁 

川

夜
店

夜
店
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市
で
は
、
不
審
者
や
子
ど
も
の
安
全

に
関
わ
る
情
報
を
、
携
帯
電
話
や
パ
ソ

コ
ン
の
メ
ー
ル
へ
一
斉
配
信
す
る
「
子

ど
も
安
全
・
安
心
メ
ー
ル
配
信
シ
ス
テ

ム
」
の
運
用
を
は
じ
め
ま
す
。

メ
ー
ル
の
一
斉
配
信
は
市
教
育
委
員

会
か
ら
、
市
内
の
幼
稚
園
・
小
学
校
・

中
学
校
の
保
護
者
（
親
や
祖
父
母
な
ど
）

で
希
望
す
る
人
に
行
い
ま
す
。
ま
た
、

保
育
所
（
園
）
や
高
校
、
総
社
警
察
署
、

市
青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
、
ス
ク
ー
ル

ガ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
、
地
域
の
防
犯
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
、
子
ど
も
の
い
る

施
設
や
日
ご
ろ
か
ら
子
ど
も
た
ち
の
安

全
・
安
心
に
関
わ
る
団
体
な
ど
に
も
配

信
し
ま
す
。

配
信
さ
れ
る
情
報
は
、「
声
か
け
や

わ
い
せ
つ
行
為
な
ど
不
審
者
に
よ
る
子

ど
も
の
被
害
の
情
報
」
や
「
不
審
者
な

ど
の
目
撃
情
報
」
な
ど
で
す
。
こ
う
し

た
情
報
は
、
日
時
や
場
所
、
不
審
者
の

特
徴
な
ど
を
簡
潔
な
文
章
に
し
て
配
信

し
ま
す
。
ま
た
、
学
級
閉
鎖
や
緊
急
に

保
護
者
に
連
絡
す
る
必
要
の
あ
る
情
報

も
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
使
っ
て
配
信
す
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

メ
ー
ル
配
信
の
登
録
に
必
要
な
ア
ド

レ
ス
は
、
最
寄
り
の
幼
稚
園
・
小
学

校
・
中
学
校
か
ら
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

配
信
を
希
望
す
る
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ

ン
か
ら
空
メ
ー
ル
を
送
信
す
る
と
登
録

用
の
メ
ー
ル
が
送
ら
れ
て
き
ま
す
。
そ

れ
に
、
必
要
事
項
を
入
力
し
て
送
信
す

る
と
、
登
録
完
了
で
す
。

配
信
す
る
情
報
は
、
各
学
校
や
総
社

警
察
署
な
ど
か
ら
市
教
育
委
員
会
へ
寄

せ
ら
れ
た
も
の
で
す
。

メ
ー
ル
一
斉
配
信
の
最
大
の
メ
リ
ッ

ト
は
、
学
校
や
保
護
者
、
関
係
機
関
な

ど
、
多
く
の
人
が
最
新
の
情
報
を
い
ち

早
く
同
時
に
共
有
で
き
る
こ
と
で
す
。

「
多
く
の
人
に
利
用
（
登
録
）
し
て
も
ら

え
れ
ば
、
子
ど
も
た
ち
の
登
下
校
の
安

全
確
保
の
強
化
に
つ
な
が
り
ま
す
」
。

学
校
教
育
課
で
は
、
地
域
ぐ
る
み
で
子

ど
も
を
守
る
た
め
の
効
果
的
な
手
段
に

な
る
と
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

学
校
教
育
課
（
1

(2
８
３
５
８
）

不
審
者
か
ら
身
を
守
る
方
法
を
子
ど
も

た
ち
に
知
っ
て
も
ら
お
う
と
６
月
２１
日
、

秦
小
学
校
で
防
犯
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

不
審
者
が
校
内
に
侵
入
し
た
と
の
想
定

で
避
難
訓
練
が
行
わ
れ
た
後
、
全
児
童
が

体
育
館
に
集
合
。
同
小
学
校
の
全
教
諭
が

演
ず
る
寸
劇
を
見
ま
し
た
。
寸
劇
は
、「
学

校
の
帰
り
道
」、「
広
場
で
遅
く
ま
で
遊
ぶ
」、

「
一
人
で
の
留
守
番
」
の
３
幕
で
、
日
常
生

活
に
潜
ん
で
い
る
危
険
を
分
か
り
や
す
く

演
じ
た
も
の
。
寸
劇
を
見
た
子
ど
も
た
ち

は
、「
良
さ
そ
う
な
人
で
も
信
じ
て
は
い
け

な
い
」、「
危
な
い
と
思
っ
た
ら
子
ど
も
１

１
０
番
の
家
に
逃
げ
る
」
な
ど
と
感
想
を

話
し
合
っ
て
い
ま
し
た
。

特
集
●
不
審
者
へ
の
対
策

　○月×日、午後△時ごろ、□□地区で、子どもを連れ去ろうとする事件が発生しました。

かい の

お す し

知らない人にはつ

いていかない。

知らない車には

の
乗

らない。

危険を感じたら、

おお
大

声を出す。

危険を感じたら、

すぐに逃げる。

あやしい人や車

を見かけたら、

大人にし
知

ら せ

る。

学校の帰り道に見知らぬ人から声を掛けられた想定の寸劇

いか
のおすし

「いかのおすし」は防
犯標語です。各家庭で、
子どもたちと絵を見な
がら話し合ってみてく
ださい。

寸
劇
で
身
を
守
る
方
法
を
学
ぶ

秦
小
学
校

●
学
校
で
の
防
犯
教
室
の
一
コ
マ
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輝
い
て
い
る
人

今
年
の
総
社
市
民
ま
つ
り
の
実
行
委
員
長
を
務
め
る

８
月
４
日
、
高
梁
川
河
川
敷
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
る
第
３３
回
総
社

市
民
ま
つ
り
（
雪
舟
フ
ェ
ス
タ
）
の

実
行
委
員
長
を
務
め
る
の
が
長
谷
川

光
一
さ
ん
だ
。

平
成
５
年
か
ら
毎
年
、
事
務
局
や

企
画
、
会
場
設
営
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

形
で
総
社
市
民
ま
つ
り
を
裏
か
ら
支

え
て
き
た
。
今
年
は
、
そ
の
先
頭
で

ま
つ
り
の
運
営
を
引
っ
張
る
。

総
社
市
民
ま
つ
り
の
メ
イ
ン
会
場

が
今
年
は
、
市
役
所
周
辺
か
ら
高
梁

川
河
川
敷
グ
ラ
ウ
ン
ド
へ
変
更
に
な

っ
た
。
以
前
か
ら
課
題
と
さ
れ
て
い

た
雑
踏
警
備
や
会
場
設
営
の
解
決
と

お
ど
り
と
花
火
を
両
立
さ
せ
る
た
め

に
苦
心
し
た
そ
う
だ
。
そ
の
た
め
、

「
昨
年
の
ま
つ
り
直
後
か
ら
、
お
ど

り
と
花
火
が
両
立
し
て
い
る
と
こ
ろ

を
調
べ
、
総
社
に
合
う
や
り
方
を
模

索
し
て
ま
し
た
」
と
言
う
。
長
谷
川

さ
ん
に
は
、お
ど
り
は
は
ず
せ
な
い
、

参
加
す
る
人
も
増
や
し
た
い
と
の
強

い
思
い
が
あ
っ
た
。

昨
年
１２
月
、
実
行
委
員
会
に
こ
の

こ
と
を
提
案
。
し
か
し
、
実
行
委
員

会
で
は
会
場
変
更
で
危
惧ぐ

さ
れ
る

こ
と
が
い
く
つ
も
指
摘
さ
れ
た
。

長
谷
川
さ
ん
は
仲
間
と
と
も
に
奔

走
し
、
こ
れ
を
一
つ
ず
つ
解
決
し

て
い
っ
た
そ
う
だ
。
そ
し
て
、
今

年
３
月
に
実
行
委
員
会
で
了
承
を

取
り
付
け
た
。

ま
つ
り
も
間
近
に
迫
り
、
最
後

の
詰
め
の
部
分
を
ス
タ
ッ
フ
と
と

も
に
追
い
込
み
の
作
業
に
あ
た
っ

て
い
る
。
期
待
の
大
き
い
花
火
に

つ
い
て
は
、「
目
標
は
１
０
０
０
発
。

ま
つ
り
の
一
つ
の
催
し
と
し
て
、

踊
る
人
に
も
見
る
人
に
も
楽
し
ん

で
ほ
し
い
で
す
。
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク

ス
で
も
打
ち
上
げ
ま
す
」
と
、
演

出
の
一
端
を
披
露
し
て
く
れ
た
。

午
後
３
時
３０
分
か
ら
始
ま
る
シ

ー
ク
レ
ッ
ト
オ
ー
シ
ャ
ン
の
野
外
コ

ン
サ
ー
ト
で
、
河
川
敷
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
の
ま
つ
り
の
火
ぶ
た
が
切
ら
れ

る
。「
み
ん
な
で
楽
し
め
る
ま
つ
り

に
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
会
場
に
足
を

運
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
、
長
谷
川
さ

ん
は
満
面
の
笑
顔
で
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
く
れ
た
。

長
谷
川
　
光
一
さ
ん
（
井
尻
野
）

み
ん
な
で
楽
し
め
る

雪
舟
フ
ェ
ス
タ
に
し
ま
す

このコーナーでは、輝いている人を募集しています。あなたの周りにキラッと輝いている人がいたら、
ぜひとも広報そうじゃ編集室（企画課）までご一報ください。自薦・他薦は問いません。 Soja City Public Relations, 2007.8 6

市政

議　会議　会

７
４
０
０
万
円
補
正

問
い
合
わ
せ

総
務
課
行
政
係
（
1
(2
８
２
１
８
）

６
月
定
例
市
議
会
が
６
月
４
日
か
ら
２２
日

ま
で
の
１９
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
、
条
例
の

一
部
改
正
や
一
般
会
計
の
補
正
予
算
な
ど
１０

件
が
、
す
べ
て
可
決
、
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

補
正
予
算
で
は
、
７
４
０
０
万
円
が
追
加

さ
れ
、
一
般
会
計
の
総
額
は
、
２
２
７
億
３

４
０
０
万
円
に
な
り
ま
し
た
。
主
な
も
の
は
、

消
防
の
救
助
工
作
車
の
買
い
替
え
約
６
８
４

１
万
円
と
、
不
審
者
の
情
報
な
ど
を
メ
ー
ル

配
信
す
る
「
子
ど
も
の
安
全
情
報
共
有
シ
ス

テ
ム
の
調
査
研
究
事
業
」（
４
㌻
に
関
連
記

事
）
の
約
４
２
５
万
円
で
す
。

交
通
事
故
や
災
害
で
人
命
救
助
に
使
わ
れ

る
救
助
工
作
車
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
も
の

が
平
成
３
年
に
購
入
さ
れ
た
も
の
で
老
朽
化

に
よ
り
買
い
替
え
る
も
の
で
す
。

新
し
い
救
助
工
作
車
に
は
、
従
来
の
装
備

に
加
え
、
救
助
用
の
ク
レ
ー
ン
や
マ
ン
ホ
ー

ル
（
井
戸
）
か
ら
人
を
引
き
上
げ
る
救
助
器

具
、
水
中
や
が
れ
き
の
な
か
を
小
型
カ
メ
ラ

で
探
索
で
き
る
簡
易
画
像
探
索
機
な
ど
が
新

た
に
装
備
さ
れ
ま
す
。
来
年
３
月
か
ら
使
用

予
定
で
す
。

人
権
擁
護
委
員
に
つ
い
て
は
、
河
本
明
子

さ
ん
（
井
尻
野
）
と
入
江
浩
子
さ
ん
（
日
羽
）

を
推
薦
す
る
こ
と
に
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

受験資格 昭和５４年４月２日以降に生まれた

人で、幼稚園教諭普通免許状を持っているか平成

２０年３月末日までに取得見込みの人

申込書受付期間 ８月６日bから２７日bまで

(土・日曜日を除く、午前８時３０分から午後５時
１５分まで。郵送の場合は８月２５日gの消印ま

で有効)

試験日時・場所 ９月１６日a、午前９時から

午後３時ごろまで。市総合福祉センター

試験内容 教養試験と専門試験、適性検査など

募集要領の入手方法 ホームページからダウン

ロードできるほか、直接、または郵便で請求。角

２の封筒に１２０円分の切手を張った返信用封筒

を同封して請求

募集要領の請求先・申込書の提出先・問い合わ
せ 総務課人事係（1(2８２２０、〒７１９－１１９２
中央一丁目1番1号、ホームページアドレスhttp://

www.city.soja.okayama.jp/)

幼稚園教諭２幼稚園教諭２人人（（ ））を募集を募集職員募
集

来春
採用

来春採用予定の幼稚園教諭２人を募集します。他の職種の市職員の
募集は、ありません。

試験日は９月１６日A

「市長の権限に属する事務の

一部を副市長に委任する規則」

が７月１日、施行されました。

吉冨陸夫副市長に委任する事

務は次のものです。

●消耗品や備品の購入、印刷、

工事・製造の請負、建設工事

などの測量・設計業務の委託

の契約事務

●契約に関係する業者の資格審

査や選定、入札と検査に関す

る事務

問い合わせ 総務課行政係

（1(2８２１８）

現在の救助工作車

契約や入札の権限を
吉冨陸夫副市長へ委任
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暑
い
時
期
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
細

菌
に
よ
る
食
中
毒
が
発
生
し
や
す
く

な
り
ま
す
。
食
中
毒
の
予
防
の
３
原

則
は
、
細
菌
を
「
つ
け
な
い
」「
増
殖

さ
せ
な
い
」「
殺
菌
す
る
」
で
す
。
３

原
則
を
守
り
、
家
庭
で
の
食
中
毒
の

発
生
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

食
中
毒
は
、
加
熱
の
不
十
分
な
肉

類
や
魚
介
類
、
卵
な
ど
で
起
こ
り
や

す
く
、
主
に
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
に
汚

染
さ
れ
た
食
品
を
食
べ
る
こ
と
に
よ

っ
て
起
こ
り
ま
す
。
特
に
夏
に
は
、

細
菌
に
よ
る
食
中
毒
が
多
く
発
生
し

て
い
ま
す
。
食
中
毒
の
原
因
菌
は
、

家
庭
で
日
常
的
に
使
う
生
鮮
食
品
や

調
理
器
具
、
人
の
皮
膚
な
ど
に
付
着

し
て
い
ま
す
の
で
、
調
理
や
保
存
な

ど
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。
食
中
毒

の
予
防
対
策
と
し
て
、
生
も
の
や
調

理
し
た
お
か
ず
は
冷
蔵
庫
で
保
存
し
、

肉
は
肉
汁
が
出
な
く
な
る
ま
で
火
を

通
し
て
く
だ
さ
い
。

調
理
・
保
存
で
は
、
次
の
よ
う
な

点
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

①
肉
類

赤
い
肉
汁
が
出
な
く
な

る
ま
で
充
分
加
熱
し
て
く
だ
さ
い
。

切
る
と
中
心
部
ま
で
白
く
な
っ
て
い

る
状
態
に
な
れ
ば
Ｏ
Ｋ
で
す
。「
生
食

用
」
以
外
は
加
熱
し
て
く
だ
さ
い
。

②
卵

卵
の
賞
味
期
限
と
は
生
で

食
べ
ら
れ
る
期
間
を
さ
し
ま
す
。
賞

味
期
限
を
過
ぎ
た
ら
な
る
べ
く
早
め

に
充
分
に
加
熱
し
て
か
ら
食
べ
る
よ

う
に
し
ま
す
。

③
魚
介
類

購
入
後
は
、
で
き
る

だ
け
早
く
冷
蔵
庫
に
入
れ
ま
す
。
調

理
の
際
は
水
で
洗
っ
て
か
ら
、
十
分

に
加
熱
し
ま
す
。

④
お
に
ぎ
り

素
手
で
な
く
、
ラ

ッ
プ
を
使
っ
て
握
り
ま
す
。

⑤
手
や
調
理
器
具
を
洗
う

手
や

調
理
器
具
を
介
し
て
食
中
毒
が
発
生

し
や
す
く
な
り
ま
す
。
包
丁
や
ま
な

板
な
ど
の
調
理
器
具
も
、
一
つ
の
食

材
ご
と
に
使
っ
た
ら
そ
の
都
度
洗
い

ま
し
ょ
う
。

⑥
冷
蔵
庫
に
食
品
を
詰
め
過
ぎ
な

い

詰
め
過
ぎ
る
と
冷
蔵
庫
内
の
温

度
が
上
が
っ
て
細
菌
が
発
生
し
や
す

く
な
り
ま
す
。

以
上
の
点
に
気
を
つ
け
て
食
中
毒

の
予
防
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

食中毒の予防
友野　勤 医師
（吉備医師会から）

塩
屋
は
、
志
保
屋
と
も
書
き
、
今

の
総
社
二
丁
目
（
西
宮
本
町
）
で
酒
、

質
、
回
船
問
屋
を
営
み
、
松
山
藩
の

用
達
を
務
め
て
い
た
。
当
主
の
堀
和

助
安
道
は
、
家
業
を
弟
に
譲
り
、
好

き
な
学
問
に
身
を

入
れ
、
郷
土
史

『
備
中
国
総
社
記
』

な
ど
を
書
い
た
。

慶
応
元
年
（
１

８
６
５
年
）
の
７

月
、
個
性
的
で
優

れ
た
万
葉
歌
人
の

古
学
者
の
平
賀
元

義
が
息
子
源
太
を
連
れ
て
塩
屋
に
滞

在
し
た
と
き
、
安
道
は
、
国
学
を
教

わ
る
な
ど
、
す
っ
か
り
元
義
に
傾
倒

し
、
財
政
的
援
助
の
相
談
に
も
乗
っ

た
と
い
う
。

ま
た
、
塩
屋
は
岡
山
県
の
洋
画
の

祖
と
い
わ
れ
る
堀
和
平
（
１
８
４
１

〜
１
８
９
２
）
の
生
家
で
す
。

総社商店街の歴史を巡る

平
賀
元
義
来
遊
の
塩
屋
跡

史
跡
探
訪
の
碑
を
尋
ね
て
⑤

●総社宮

商店街通り ★

国道180号

東総社駅
●
総社小学校

平賀元義来遊の塩屋跡

●
まちかど郷土館

●
宝満寺

ちちちちょょょょっっっっ
とととと

立立立立ちちちち話話話話

１
９
７
０
年
代
以
降
、
教
育
現
場
で
は
、

児
童
生
徒
が
伴
う
障
が
い
の
種
類
や
程
度

に
応
じ
た
教
育
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

平
成
１５
年
３
月
、「
今
後
の
特
別
支
援

教
育
の
在
り
方
」
に
つ
い
て
文
部
科
学
省

が
、
次
の
よ
う
に
示
し
ま
し
た
。
そ
の

内
容
は
、
従
来
の
特
殊
教
育
の
対
象
の

障
が
い
の
み
な
ら
ず
、
知
的
障
が
い

を
伴
わ
な
い
Ｌ
Ｄ
（
学
習
障
が
い
）、

Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
（
注
意
欠
陥
多
動
性
障
が

い
）、
高
機
能
自
閉
症
な
ど
の
発
達

障
が
い
を
伴
う
子
ど
も
へ
の
支
援

も
充
実
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
い

う
こ
と
で
し
た
。
そ
の
後
、
全
国

的
に
従
来
の
特
殊
教
育
か
ら
、
支

援
対
象
を
拡
大
し
、
障
が
い
を
伴
う

子
ど
も
一
人
ひ
と
り
の
ニ
ー
ズ
に
応

じ
た
支
援
を
実
施
す
る
特
別
支
援
教

育
に
転
換
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
で
は
平
成
１６
年
に
、
幼
稚
園
、

小
・
中
学
校
で
の
特
別
支
援
教
育
を
推

進
さ
せ
る
た
め
に
、
専
門
家
に
よ
る
巡
回

相
談
を
導
入
。
専
門
的
な
視
点
を
取
り
入

れ
て
の
指
導
や
、
特
別
支
援
教
育
支
援

員
・
支
援
補
助
員
の
配
置
を
し
、
支
援
体

制
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
保

護
者
に
対
す
る
教
育
相
談
や
就
学
相
談
も

重
要
視
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
保
護
者

が
安
心
し
て
相
談
で
き
る
体
制
を
学
校
に

つ
く
る
こ
と
は
、
子
ど
も
の
情
緒
面
の
安

定
と
良
好
な
発
達
に
つ
な
が
る
と
考
え
る

か
ら
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
で
、
保
護
者

を
交
え
て
の
「
ケ
ー
ス
会
」
の
重
要
性

が
見
え
て
き
ま
し
た
。「
ケ
ー
ス
会
」

と
は
、
親
の
願
い
も
教
師
の
提
案
も

す
べ
て
集
約
さ
れ
る
話
し
合
い
の
場

の
こ
と
。
保
護
者
と
教
師
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
や
す
れ
違
い
を

回
避
し
、
共
通
理
解
の
も
と
で
、
子

ど
も
の
教
育
を
実
践
し
て
い
く
こ
と

が
可
能
に
な
り
ま
す
。

幼
少
期
か
ら
子
ど
も
一
人
ひ
と
り

に
応
じ
た
支
援
を
実
践
し
て
い
く
こ

と
は
、
も
て
る
力
を
高
め
、
生
活
や
学

習
上
の
困
難
の
改
善
、
ま
た
は
克
服
に

つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
思
春
期
に
二
次

的
な
も
の
（
抑
う
つ
・
強
迫
性
障
害
、
不

登
校
・
ひ
き
こ
も
り
、
家
族
へ
の
攻
撃
性
、

逸
脱
行
動
な
ど
）
を
併
発
す
る
こ
と
を
防

ぎ
、
将
来
の
豊
か
な
社
会
参
加
に
も
つ
な

が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。【

学
校
教
育
課
】

一人ひとりのニーズに応じた支援
～特別支援教育の推進～

社
会
保
険
庁
の
年
金
事
務
に
つ
い
て

さ
ま
ざ
ま
な
報
道
が
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

国
民
年
金
は
、
平
成
１３
年
度
ま
で
は
、

市
町
村
が
事
務
を
引
き
受
け
て
お
り
ま

し
た
。
市
役
所
へ
も
、
国
民
年
金
に
関

し
て
お
問
い
合
わ
せ
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
総
社
市
で
手
続
き
を
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
方
の
記
録
は
、
全
部
保

存
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
安
心
く
だ

さ
い
。
国
民
年
金
に
関
す
る
個
人
情
報

は
、
本
人
確
認
の
う
え
、
無
料
で
台
帳

の
コ
ピ
ー
を
差
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

ご
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
お

気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

国
に
お
い
て
地
方
分
権
が
論
じ
ら
れ

る
と
き
、「
国
家
公
務
員
は
、
地
方
公
務

員
よ
り
レ
ベ
ル
が
高
い
」
と
よ
く
言
わ
れ

ま
す
。「
地
方
公
務
員
は
、
レ
ベ
ル
が
低

い
の
で
権
限
を
す
べ
て
移
譲
す
る
訳
に

は
い
か
な
い
」
と
の
声
も
あ
り
ま
す
が
、

少
な
く
と
も
社
会
保
険
庁
よ
り
も
、
市

町
村
の
方
が
、
几き

帳
ち
ょ
う

面
に
真
面
目
に
仕

事
を
し
て
い
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
が
、

皆
様
は
ど
う
お
感
じ
で
し
ょ
う
か
。

国
に
お
い
て
は
、
原
則
と
し
て
本
人

の
主
張
が
「
明
ら
か
に
不
合
理
で
は
な

く
、
確
か
ら
し
い
」
場
合
は
、
支
給
対

象
と
す
る
と
発
表
し
て
お
り
、
国
民
年

金
の
場
合
、
未
納
と
さ
れ
る
期
間
に
保

険
料
相
当
額
の
引
き
落
と
し
が
記
さ
れ

た
預
金
通
帳
や
、
納
付
の
日
付
や
保
険

料
が
書
き
込
ん
で
あ
る
家
計
簿
が
あ
る

場
合
、
未
納
扱
い
の
期
間
が
短
期
間
で
、

そ
の
他
の
期
間
は
納
付
済
み
、
ま
た
は

配
偶
者
な
ど
同
居
親
族
が
納
付
し
て
い

る
場
合
は
、
納
付
し
て
い
る
と
認
め
る

と
の
方
針
で
す
。

基
本
的
に
は
「
性
善
説
」
に
基
づ
い
て

総
合
的
に
判
断
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
す
。

性
善
説
を
唱
え
た
の
は
孟
子
で
す
が
、

国
の
対
応
は
、
ま
さ
に
聖
人
君
子
の
心

境
で
判
断
し
、
こ
の
混
乱
を
解
決
し
よ

う
と
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。

年
金
に
つ
い
て
疑
問
を
感
じ
ら
れ
る

方
は
、
ご
確
認
い
た
だ
き
、
市
民
の
皆

様
の
幸
せ
な
老
後
が
確
保
さ
れ
ま
す
よ

う
お
祈
り
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

総
社
市
と
し
て
、
国
民
年
金
に
関
し

て
は
、
万
全
の
体
制
で
ご
支
援
申
し
上

げ
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

年金問題について

葛原恵美子さん（総社二丁目）

塩屋の建物は、わが息子のよ
うに愛着をもって見守ってきた
んですよ。れとろーどのイベン
トのとき、懐かしく胸が熱くな
るものを感じました。「このまま
残していただき、市の活性化に
つながれば良いなと思います」。
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ＰＨＯＴＯＮＥＷＳま ち の 話 題

卵を割り、包丁を使う体験を　
だん だん 男子いただきます

幼児に食への関心をもってもらおうと、ＮＰＯ

保育サポート「あい・あい」や県が主催の食育の啓

発事業「だん・だん・男子いただきまーす。料理教

室」が６月１６日、中央公民館で開かれました。

どちらかが男性という９組１９人が参加。岡山県

立大学栄養学科の学生による紙芝居やクイズで朝

食の大切さを学びました。その後、キュウリとワ

カメのあえもの・いりたまご・おにぎりの朝食作り

に挑戦。調理を楽しみながら、子どもたちは包丁

を使ったり卵を割ったりする体験をしました。

６月２３日、総社北分館管内の人々と子どもたちが取り組む田ん

ぼの学校の水田へ、アイガモのヒナが放されました。

この日は３０人の子どもが参加。生後１０日のアイガモのヒナ１２

羽をかわるがわるに放しました。アイガモは、稲穂の出始める８月

下旬まで、田のなかの雑草や害虫を食べ、稲の生育を助けます。ヒ

ナがかわいくてしかたがない子どもたちは、えさを与えたり、追い

かけたりして歓声を上げていました。

子どもが使いやすい特別な包丁でキュウリを切る男の子

待ち望んだ体育館の完成
昭和中学校の体育館完成

建て替えが行われていた昭和中学校の体育

館が完成し７月６日、同体育館でしゅん工式

が行われました。

式には、地元住民やＰＴＡ、関係者など約

４０人が出席。生徒会長、バレーボール部、

バスケットボール部からの喜びのビデオレタ

ーも上映され、出席者は待ち望んだ体育館の

完成を大いに祝っていました。

完成した体育館は平屋建で、昭和３８年に

建てられた旧体育館の

約２倍の大きさ。バス

ケットボールで２面、

バドミントンでは６面

とれます。地域住民の

交流の場や防災拠点と

しても利用できるよう

作られています。総工

費は約２億７７２７万円。

除草と害虫の駆除をよろしく

しゅん工式が行われた体育館のアリーナ

たたらの神髄を聞く

６月２３日、鬼ノ城塾でたたらの
国選定保存技術者の木原明さんが
日本古来の製鉄方法であるたたら
について講義。約４０人の塾生は、
木原さんの「たたらには、現在の
製鉄にはない、奥深い技術がある」
という話に聞き入っていました。

親子で納涼まつりを楽しむ

７月７日、市図書館で納涼まつ
りが開かれ、親子連れ約５０人が参
加。ブラックパネルシアターやエ
プロンシアターなどを楽しんだ後、
七夕の日にちなみ、参加者は、切
り絵でできた天の川に折り紙で作
った星を飾りました。

○ミニフォト

映
像
を
使
っ
て
た
た
ら
を
説
く

天
の
川
に
星
を
飾
る
子
ど
も
た
ち

介護予防のポイントを学ぶ
介護予防サポーター養成講座

６回シリーズの介護予防サポーター養成講座が６月２２

日から７月１３日までの間、清音福祉センターで開かれ

ました。

この講座は、介護予防の活動を自主的に行える人材の

養成が目的で、２４人が受講。運動器の機能向上や口腔

ケア､認知症予防、転倒防止などについて学びました。

介護予防のポイントは、要介護にならないことや老化を

遅らせること､元気にさせてあげること、見守ることな

どです。修了生には今後、この講座で得た知識や体操な

どを生かして、地域の介護予防活動で活躍されることが

期待されています。
転倒予防の講義のなかで、手足でとるバランスを体験

タンチョウのヒナ、かわいいね
タンチョウの見学

昭和幼稚園と維新幼稚園の園児合わせて約３０人が、

下倉の河川敷で県自然保護センターが野外行動を調査

しているタンチョウを６月１９日、見学しました。

園児たちは、調査を担当している職員から、本物の

タンチョウの卵や羽を触らせてもらいながら、タンチ

ョウの話を聞きました。下倉の河川敷では、５月３１日

と６月１日に相次いで誕生した２羽のヒナとその親が

暮らしています。４羽のタンチョウは、えさをついば

みながら川のなかや土手をうろうろ。園児たちは、親

について歩いたり、えさを口に入れてもらったりする

ヒナを見て、「かわいいね」と言いながら、その様子に

見入っていました。

特
別
に
中
州
側
か
ら
見
学
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
園
児
た
ち

田んぼの学校のアイガモ放鳥

田んぼのなかを泳ぐ
アイガモを見つめる
子どもたち３年３か月で５０万人達成！

７月５日、サンロード吉備路内
のサン直広場の来場者が５０万人を
突破。５０万人目となった北村きよ
みさん（泉）は「良い記念になりま
す」と喜んでいました。北村さんに
は、入浴券や地元産の完熟マンゴ
ーなどの記念品が贈られました。

記
念
品
を
受
け
取
る
北
村
さ
ん

体育館の全景
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INFORMATION 市役所の休日や夜間の電話 92-8200

■今月の納税

市・県民税
（２期）

国民健康保険税
（３期）

納期限　８月３１日F

問い合わせ
納税課（1(2８２３９）

市税の納付には、便利な口座
振替をご利用ください。

■人口・世帯数
（平成１９年７月１日現在）

人　口　６７，９３９人
（前月比＋７人）

（うち外国人登録１，２３０人）

男　３３，０３０人

女　３４，９０９人　

世帯数　２３，７６５世帯

12Soja City Public Relations, 2007.8

２Ò

20:00～
21:30

１９Ó

7:00～

１８˜

9:00～
17:00

暁天座禅
場所 宝福寺
内容 方丈の縁側で座禅を組む。５日aまでの毎日午前５時

から。受け付けは、いずれも午前４時３０分から。中学生以上が
対象。小学生以下は保護者同伴
問い合わせ 宝福寺（1(2００２４）

阿曽の火祭り
場所 阿宗神社（奥坂）
内容 「静かな華やぎ」をテーマに、約１０００本のローソクの

灯りのなか、温
う
羅
ら
の話の朗読や演奏など

問い合わせ 阿曽の火祭り実行委員会　林さん（1０９０－７７７
６－１０６３）

オカリナを吹こう
場所 清音公民館
内容 簡単な曲を指使いから練習。オカリナはこちらで用意

します。８日d、２１日cにも開催。１日だけでも参加可
問い合わせ 清音公民館（1(4０１３１）

雪舟フェスタ（２㌻に関連記事）
場所 高梁川河川敷グラウンド、市民会館
内容 総おどり、ええとこ囃しコンテストほか、市民会館で

は、午後１時からカラオケ大会もある
問い合わせ 総社市民まつり実行委員会事務局（1(2１１２６）

山手サギソウ・山草展
場所 山手公民館
内容 サギソウや山草を展示。１９日aまで（１９日は午後４

時まで）
問い合わせ 山手野草を守る会　大槻さん（1(3７９６５）

神が辻日曜ふれあい市
場所 市役所駐車場
内容 農作物、魚介類、加工食品などの販売。子ども向けの

イベントもあり
問い合わせ 人権・まちづくり推進課まちづくり支援係（1

(2８２４２）

力石総社
場所 総社宮
内容 力石を持ち上げての力だ

めし（午後の部は２６貫を持ち上げ
ないと進めない）。アトラクション、
もち投げ、福引きなど。写生大会
も同時開催。お気に入りの画材を
持参のこと。少雨決行
問い合わせ 力石総社実行委員会、佐野さん（1０９０－４８０

３－９３５４）、写生大会　浅野さん（5(2９０３０）

親子ふれあい映画会
場所 市民会館
内容 映画「オープン・シーズン」の上映。午前９時２０分開場
入場料 ２００円
問い合わせ 吉備信用金庫すくすくクラブ（1(2２１８４）

児
童
扶
養
手
当
の
支
給

児
童
扶
養
手
当
は
、
次
の
よ
う

な
理
由
で
父
親
が
い
な
い
か
、
い

な
い
の
と
同
様
の
状
況
に
あ
る
児

童
（
１８
歳
に
な
る
日
以
降
の
最
初

の
３
月
３１
日
ま
で
の
間
に
あ
る
子

ど
も
、
一
定
の
障
が
い
が
あ
る
子

ど
も
は
２０
歳
未
満
）
を
養
育
し
て

い
る
母
、
ま
た
は
養
育
者
に
支
給

さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
前
年
の
所

得
に
よ
る
支
給
制
限
が
あ
り
ま

す
。対

象
と
な
る
児
童

①
父
母
が

離
婚

②
父
親
が
死
亡

③
父
親
が

重
度
の
障
が
い
者

④
父
親
が
引

き
続
き
一
年
以
上
生
死
不
明
、
ま

た
は
拘
禁
さ
れ
て
い
る
場
合
　
⑤

母
親
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
生
ん

だ
児
童

手
当
の
月
額

児
童
１
人
の
場

合
﹇
全
部
支
給
﹈
４
万
１
７
２
０

円
、
﹇
一
部
支
給
﹈
４
万
１
７
１

０
円
か
ら
９
千
８
５
０
円
（
児
童

２
人
目
は
５
０
０
０
円
加
算
、
３

人
目
以
降
３
千
円
加
算
）

※
母
、
ま
た
は
養
育
者
が
公
的
年

金
を
受
け
取
っ
て
い
る
場
合
、
児

童
が
施
設
に
入
所
し
て
い
る
場
合

な
ど
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

申
請
先
・
問
い
合
わ
せ

こ
ど

も
課
子
育
て
支
援
係
（
1
(2
８
２

６
８
）

児
童
扶
養
手
当
の

現
況
届
の
提
出
を

児
童
扶
養
手
当
を
受
け
取
っ
て

い
る
人
は
、
８
月
中
に
受
給
資
格

更
新
の
た
め
の
現
況
届
の
提
出
が

必
要
で
す
。
該
当
す
る
人
に
は
、

８
月
１
日
前
後
に
手
続
き
に
必
要

な
用
紙
を
送
付
し
ま
す
。

現
況
届
は
受
給
者
の
８
月
１
日

現
在
の
養
育
状
況
な
ど
を
確
認
す

る
も
の
で
す
。
届
出
が
な
い
場
合
、

手
当
を
継
続
し
て
受
け
ら
れ
な
く

な
り
ま
す
。

受
付
期
間

８
月
１
日
d
か
ら

８
月
３１
日
f
ま
で

申
請
先
・
問
い
合
わ
せ

こ
ど

も
課
子
育
て
支
援
係
（
1
(2
８
２

６
８
）

精
霊
舟
の
回
収

お
盆
に
、
お
迎
え
し
た
精
霊
を

送
る
「
精
霊
流
し
」
の
た
め
、
お
供

え
物
や
灯
籠
を
乗
せ
て
、
精
霊
舟

（
盆
舟
）
を
川
な
ど
に
流
す
こ
と
は

現
在
、
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
市
で
は
、
精
霊
舟
の
回

収
を
行
い
ま
す
。

日
時

８
月
１５
日
d
、
午
後
４

時
か
ら
９
時
ま
で
（
時
間
厳
守
）

回
収
場
所

市
庁
舎
東
側
駐
車

場
注
意
事
項

▽
火
災
防
止
の
た

め
、
線
香
や
ロ
ー
ソ
ク
な
ど
の
火

は
必
ず
消
し
、
持
参
　
▽
盆
提
ち
ょ
う

灯ち
ん

は
回
収
し
ま
せ
ん

そ
の
他

河
川
を
汚
さ
な
い
た

め
、
精
霊
舟
に
限
ら
ず
、
ご
み
を

河
川
や
用
水
に
捨
て
な
い
よ
う
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

問
い
合
わ
せ

環
境
課
ご
み
対

策
係
（
1
(2
８
３
３
８
）

水
稲
共
済
の
被
害
申
告

３
割
以
上
の
減
収
の
見
込
ま
れ

る
被
害
の
あ
る
田
に
つ
い
て
は
、

被
害
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

▽
早
生
種
（
コ
シ
ヒ
カ
リ
な
ど
）

８
月
１３
日
b
か
ら
２４
日
f
ま
で

▽
中
生
種
（
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
な
ど
）

８
月
２７
日
b
か
ら
９
月
２１
日
f
ま

で▽
晩
生
種
（
ア
ケ
ボ
ノ
な
ど
）

９
月
２５
日
c
か
ら
１０
月
１９
日
f
ま

で
受
付
場
所

農
林
課
、
倉
敷
地

区
農
業
共
済
事
務
組
合
、
総
社
市

内
に
あ
る
岡
山
西
農
協
の
各
支
店

問
い
合
わ
せ

倉
敷
地
区
農
業

共
済
事
務
組
合
（
1
０
８
６

１
７
１
７
、
倉
敷
市
美
和
一
丁
目

１３
│
３３
）

農
薬
は
、
安
全
に
適
正
に

農
薬
は
、
使
用
す
る
あ
な
た
自

身
の
た
め
、
近
隣
の
人
々
の
た
め
、

農
作
物
の
消
費
者
の
た
め
に
、
次

の
こ
と
に
注
意
し
て
安
全
に
適
正

に
使
い
ま
し
ょ
う
。

①
散
布
前

▽
周
辺
住
民
に
農

薬
散
布
日
時
を
周
知
し
、
理
解
と

協
力
を
得
る
　
▽
い
つ
、
ど
こ
で

何
に
使
う
か
な
ど
使
用
計
画
を
た

て
て
購
入
す
る
　
▽
毒
物
や
劇
物

を
購
入
す
る
と
き
は
、
住
所
・
氏

名
・
職
業
な
ど
を
記
入
し
、
捺な
つ

印

し
た
譲
受
書
に
よ
り
購
入
す
る

▽
農
薬
登
録
を
必
ず
確
認
す
る

▽
タ
オ
ル
、
目
薬
、
洗
顔
と
う
が

い
用
の
水
を
準
備
す
る
　
▽
薬
剤

に
見
合
っ
た
保
護
具
を
着
用
す
る

②
散
布

▽
「
農
薬
使
用
基
準
」

（
袋
や
ラ
ベ
ル
に
記
載
さ
れ
て
い

る
使
用
方
法
）
を
守
る
　
▽
周
辺

の
環
境
（
人
・
収
獲
前
の
農
産
物
・

動
物
・
魚
な
ど
）
に
留
意
し
て
、

無
風
、
晴
天
時
に
使
用
す
る
　
▽

長
時
間
の
連
続
散
布
は
や
め
、
２

時
間
を
限
度
に
散
布
す
る

③
散
布
後

▽
残
っ
た
液
を
河

川
・
水
路
・
た
め
池
に
流
さ
な
い
。

特
に
、
魚
毒
性
の
強
い
農
薬
の
取

り
扱
い
に
は
気
を
付
け
る
　
▽
農

薬
を
入
れ
た
使
用
済
の
用
具
な
ど

は
十
分
に
洗
う
　
▽
農
薬
の
空
き

瓶び
ん

、
空
き
袋
は
、
安
全
に
適
正
に

処
理
す
る
　
▽
石
け
ん
で
身
体
、

衣
服
を
よ
く
洗
う
　
▽
飲
酒
を
ひ

か
え
、
早
め
に
休
む

④
農
薬
の
保
管
・
管
理

▽
農

薬
は
食
品
と
区
別
し
て
子
ど
も
の

手
の
届
か
な
い
安
全
な
所
へ
保
管

す
る
　
▽
万
一
、
盗
難
や
紛
失
の

時
は
、
直
ち
に
警
察
署
へ
届
け
出

る
　
▽
農
薬
を
他
の
容
器
に
移
し

か
え
て
の
保
管
は
、
誤
飲
や
誤
用

の
原
因
と
な
る
の
で
絶
対
に
し
な

い
　
▽
危
険
防
止
の
た
め
、
原
液

を
小
分
け
し
て
他
人
に
譲
渡
し
な

い
　
▽
農
薬
は
必
要
量
を
そ
の
都

度
購
入
す
る

問
い
合
わ
せ

農
林
課
（
1

(2
８
２
７
１
）

ア
ン
ケ
ー
ト
の
お
願
い

市
で
は
、
合
併
や
社
会
情
勢
の

変
化
に
伴
う
市
民
の
皆
さ
ん
の
意

識
の
推
移
や
望
む
施
策
な
ど
を
把

握
す
る
た
め
、
「
市
民
の
声
」
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
す
。

８
月
上
旬
に
、
２０
歳
以
上
の
人

の
な
か
か
ら
無
作
為
に
抽
出
し
た

２
５
０
０
人
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

票
を
お
送
り
し
ま
す
。
お
手
元
に

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
票
が
届
い
た
人

は
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

企
画
課
秘
書
広

報
係
（
1
(2
８
２
１
４
）

430

募
　
集

伝
言
板

催
し
物

相
　
談

く
ら
し

く
ら
し

く
ら
し

１

5:00～

３Â

10:00～

４˜

２６Ó

9:30～

２６Ó

10:00～



入
院
時
食
事
代
の

減
額
認
定
証

入
院
し
た
場
合
、
食
事
代
と
し

て
一
食
に
つ
き
２
６
０
円
を
病
院

の
窓
口
で
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
国
民
健
康
保

険
に
加
入
し
て
い
る
人
や
老
人
保

健
法
の
適
用
を
受
け
て
い
る
人
で

市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
は
、
食

事
代
が
減
額
に
な
り
ま
す
。

①
入
院
９０
日
目
ま
で
一
食
に
つ
き

２
１
０
円
に

②
入
院
９１
日
目
か
ら
は
一
食
に

つ
き
１
６
０
円
に

③
老
齢
福
祉
年
金
受
給
者
（
低

所
得
Ⅰ
の
人
）
は
一
食
に
つ
き
１

０
０
円
に

問
い
合
わ
せ

健
康
づ
く
り
課

保
険
年
金
係
（
1
(2
８
２
５
７
）

特
別
弔
慰
金
を
支
給

特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族

で
、
平
成
１７
年
４
月
１
日
に
お
い

て
、
公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金
等

を
受
け
る
人
が
い
な
い
場
合
に
、

特
別
弔
慰
金
と
し
て
額
面
４０
万
円
、

１０
年
償
還
の
記
名
国
債
が
支
給
さ

れ
ま
す
。
請
求
期
限
は
、
平
成
２０

年
３
月
３１
日
b
で
す
。

対
象
遺
族

次
の
順
番
に
よ
る

先
順
位
の
遺
族
１
人
の
み

①
　
弔
慰
金
の
受
給
権
者
　
　
　

②
　
戦
没
者
等
の
子
　

③
　
a
父
母
　
s
孫
　
d
祖
父
母

f
兄
弟
姉
妹
（
た
だ
し
、
戦
没
者

等
の
死
亡
当
時
、
戦
没
者
等
と
生

計
関
係
が
あ
り
、
戦
没
者
等
と
氏

が
同
じ
で
あ
る
こ
と
な
ど
の
要
件

を
す
べ
て
満
た
し
て
い
る
場
合
）

④
　
③
以
外
の
a
父
母
　
s
孫

d
祖
父
母
　
f
兄
弟
姉
妹

⑤
　
①
か
ら
④
以
外
の
遺
族
で
、

戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続

き
１
年
以
上
、
生
計
関
係
が
あ
っ

た
３
親
等
内
の
親
族

そ
の
他

す
で
に
請
求
し
た
人

の
国
庫
債
券
の
交
付
は
順
次
行
っ

て
い
ま
す
が
、
請
求
か
ら
交
付
ま

で
半
年
か
ら
１
年
ほ
ど
掛
か
っ
て

い
ま
す
。
今
し
ば
ら
く
お
待
ち
く

だ
さ
い

請
求
先
・
問
い
合
わ
せ

福
祉

課
福
祉
総
務
係
（
1
(2
８
２
６
４
）

ふ
る
さ
と
歴
史
探
訪
講
座

日
時
・
内
容
・
講
師
　
〔
１
回

目
〕
８
月
２５
日
g
、「
臨
済
宗
開
祖

栄
西
禅
師
に
つ
い
て
」
元
川
崎
医

療
福
祉
大
学
教
授
　
加
原
耕
作
さ

ん
　
〔
２
回
目
〕
９
月
８
日
g
、

「
新
本
義
民
」
作
家
　
難
波
聖
爾
さ

ん
　
〔
３
回
目
〕
９
月
２９
日
g
、

「
福
山
合
戦
」
作
家
　
難
波
聖
爾
さ

ん
。
い
ず
れ
も
午
後
２
時
か
ら
３

時
３０
分
ま
で

場
所

東
公
民
館

申
込
方
法

電
話
で
申
し
込
む

申
込
期
間

８
月
１０
日
f
か
ら

８
月
２１
日
c
ま
で

そ
の
他

で
き
る
だ
け
全
講
座

と
も
受
講
の
こ
と

申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

東
公

民
館
（
1
(3
２
９
９
５
　
月
曜
日

は
休
館
）

押ボタン信号

INFORMATION 市役所の休日や夜間の電話 92-8200
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開館時間◆８:３０～１７:１５

●ゆずり葉の会絵画展
日時 ８月２２日dか

ら２６日aまで（初日は
午前９時から、最終日は、
午後４時まで）
内容 油彩 水彩 アク

リル　約４０点の展示
□問 ゆずり葉の会　武市
さん（1(4０２８０）

●墨遊会
日時 ８月２８日cか
ら９月２日aまで（初日
は正午から、最終日は、
午後４時まで）
内容 墨絵約４０点の

展示
□問墨遊会　村木さん

（1(2２８３２）
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募
　
集

伝
言
板

催
し
物

相
　
談

く
ら
し

く
ら
し

く
ら
し

し
尿
収
集
の
休
業

８
月
１３
日
b
か
ら
１５
日
d
ま
で

の
３
日
間
、
し
尿
の
収
集
を
休
み

ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

環
境
課
環
境
係

（
1
(2
８
３
３
９
）

児
島
湖
ク
リ
ー
ン
基
金

児
島
湖
の
水
質
浄
化
に
つ
な
が

る
活
動
を
行
う
団
体
（
３
団
体
）
に

助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
活
動

①
水
辺
の
教
室
な
ど
の
開
催
　

②
児
島
湖
、
あ
る
い
は
水
質
問
題

に
詳
し
い
地
域
の
視
察
　

③
水
質
浄
化
施
設
な
ど
の
管
理

④
環
境
美
化
の
推
進
（
地
域
の
河

川
な
ど
を
清
掃
す
る
た
め
の
用
具

の
購
入
と
実
践
）

⑤
水
質
浄
化
モ
デ
ル
事
業
　

対
象
と
な
る
団
体

児
島
湖
流

域
の
町
内
会
や
子
ど
も
会
、
婦
人

会
な
ど

助
成
金
額

１
団
体
に
つ
き
３

万
円
前
後

申
請
方
法

環
境
課
に
備
え
付

け
の
申
請
書
に
、
活
動
の
計
画
な

ど
を
記
入
し
て
提
出

そ
の
他

①
申
請
前
に
活
動
内

容
に
つ
い
て
環
境
課
と
相
談
し
て

く
だ
さ
い
　
②
活
動
は
、
助
成
金

の
交
付
が
決
定
し
た
後
に
行
っ
て

く
だ
さ
い

申
請
期
限

１２
月
２８
日
f

申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

環
境

課
環
境
係
（
1
(2
８
３
３
９
）

生
活
用
品
交
換
銀
行

ゆ
ず
り
ま
す

革
の
学
生
カ
バ

ン
（
黒
）、
テ
ー
ブ
ル
、
ダ
イ
ニ
ン

グ
テ
ー
ブ
ル
、
食
器
棚
、
座
布
団

５
枚
組
、
ベ
ビ
ー
歩
行
器
、
プ
レ

イ
ジ
ム
、
洗
面
台
（
鏡
な
し
）、
ベ

ビ
ー
ベ
ッ
ド
、
石
油
瞬
間
給
湯
器
、

学
習
机
セ
ッ
ト
、
Ａ
型
ベ
ビ
ー
カ

ー
、
幼
児
の
食
事
用
イ
ス
、
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
、
エ
レ
ピ
ア
ン
、

木
製
ガ
ラ
ス
戸
、
エ
ア
コ
ン
（
８

畳
用
）、
便
座
補
助
器
、
ベ
ビ
ー
風

呂
用
イ
ス
、
ワ
ー
プ
ロ
（
キ
ャ
ノ

ン
）も

と
め
ま
す

キ
ー
ボ
ー
ド
、

運
動
靴
、
高
松
農
業
高
校
女
子
制

服
、
総
社
東
中
学
校
女
子
制
服

（
サ
イ
ズ
１
６
０
Ｂ
）、
中
学
生
カ

バ
ン
、
電
子
ピ
ア
ノ
、
み
ど
り
保

育
園
制
服
、
ピ
ア
ノ
、
こ
い
の
ぼ

り
、
卓
球
台
、
剣
道
道
具
一
式
、

ベ
ビ
ー
カ
ー
、
木
製
テ
ー
ブ
ル
、

総
社
南
高
校
制
服
、
幼
児
用
自
転

車
、
三
輪
車

そ
の
他

当
事
者
同
士
で
の
話

し
合
い
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、

電
気
用
品
安
全
法
に
よ
り
、
電
気

用
品
に
つ
い
て
は
無
料

申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

人

権
・
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
ま
ち
づ

く
り
支
援
係
（
1
(2
８
２
４
２
）

募
　
集

伝
言
板

催
し
物

相
　
談

く
ら
し

く
ら
し

く
ら
し

募
　
集

伝
言
板

催
し
物

募
　
集

相
　
談

く
ら
し

押ボタン式信号機が
黄色点滅から青信号に

押ボタン式信号機の通常の表示が、黄色の点滅

から青信号に順次変わっています。

これは、車道側の信号機が黄色点滅で、歩行者

が押ボタンを押すことなく横断し、事故に遭うケ

ースが増加したためです。車道側の信号機を常時

青色点灯にすることで、車側が「青信号」、歩行

者側が「赤信号」とはっきり歩行者に認識しても

らい、押しボタン信号機の使用を促します。

問い合わせ 総社警察署（1(4０１１０）

踏切事故に注意を！

美袋地内の警報機も遮断機もない踏切で痛まし

い死亡事故が発生しました。このような踏切では、

より遠くを見て、よく音を聞いて、安全を確認し

て渡るようにしましょう。

出向いて「交通安全講習会」します

６５歳以上の人の交通死亡事故が増えています。

総社交通安全協会では、６５歳以上の人を含むグ

ループを対象に、交通事故に遭わないためのコツ

を楽しく学んでいただく「交通安全講習会」を開

いています。講習会は、申込団体が希望する日時

と会場（公民館や公会堂など）で行います。費用

は不要です。

講習は３０分から５０分程度で、月曜日から金

曜日までの午前１０時から午後３時までの間で、

申込団体が自由に設定できます。
※日時については調整させていただくことがあります。

なお、講習の参加者には、夜光たすきなど反射

グッズを１人１点プレゼント

申込先・問い合わせ 総社警察署内総社交通安

全協会（1(4０１１０、総社警察署内）

平
成
２０
年
４
月
か
ら
、
健

康
保
険
組
合
な
ど
の
被

扶
養
者
だ
っ
た
人
も
含
め
、

す
べ
て
の
７５
才
以
上
の
人
は
、

後
期
高
齢
者
医
療

制
度
と
い
う
新
し
い
制
度
で

医
療
を
受
け
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

こ
の
制
度
で
は
、
１
人
に

１
枚
新
し
い
保
険
証
が
交
付

さ
れ
、
医
者
に
か
か
る
と
き

の
自
己
負
担
は
、
老
人
保
健

と
変
わ
ら
ず
、
原
則
１
割
負

担
で
す
。
保
険
料
は
全
員
が

納
め
、
原
則
と
し
て
年
金
か

ら
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
人
が
自
己
負
担

す
る
高
額
療
養
費
の
限
度
額

は
、
所
得
の
区
分
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
。

７０
歳
未
満
の
人
は
、「
限
度

額
適
用
認
定
証
」
を
医
療
機

関
に
提
示
す
る
こ
と
で
、
入

院
時
の
窓
口
で
の
支
払
い
が

自
己
負
担
限
度
額
ま
で
に
な

り
ま
す
。「
限
度
額
適
用
認
定

証
」
と
は
、
医
療
機
関
が
所

得
の
区
分
を
確
認
す
る
た
め

の
も
の
で
す
。

入
院
が
決
ま
っ
た
ら
必
ず

入
院
前
に
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。
申
請
さ
れ
た
月
の
初
日

か
ら
発
効
し
ま
す
。
た
だ
し
、

こ
の
認
定
証
は
、
国
民
健
康

保
険
税
を
滞
納
し
て
い
る
世

帯
に
は
交
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

申
請
に
必
要
な
も
の

印

鑑
、
保
険
証
、
老
人
保
健
医

療
受
給
者
証
（
老
人
保
健
該

当
者
の
み
）、
長
期
入
院
の
人

は
病
院
の
領
収
書

後期高齢者医療制度

限度額適用認定証

入院前には、高額療養費の限度額認定証を！ 来年４月から変わります

申込先・問い合わせ　健康づくり課保険年金係（1(2８２５７）

●夏休み「子ども人権相談所」●
友達や大人との関係などで悩んでいる子どもたち、

また保護者からの相談を、人権擁護委員が受けます。
お気軽にご相談ください。
日時 ８月２９日d、午前１０時から午後３時まで
場所 市図書館
問い合わせ 人権・まちづくり推進課人権推進係

（1(2８２５３）



こ
け
玉
作
り
講
座

日
時

８
月
１８
日
g
、
午
前
９

時
か
ら

場
所

清
音
公
民
館

内
容

こ
け
玉
を
作
り
、
季
節

の
山
野
草
を
植
え
る

定
員

２０
人
（
定
員
に
な
り
次

第
、
締
め
切
り
）

受
講
料

無
料
。
た
だ
し
、
教

材
費
５
０
０
円
が
必
要

申
込
開
始
日

８
月
１
日
d

申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

清
音

公
民
館
（
1
(4
０
１
３
１
）

ウ
イ
ン
ド
サ
ー
フ
ィ
ン

講
座日

時

９
月
１
日
g
、
午
前
９

時
か
ら

場
所

渋
川
海
岸
（
玉
野
市
）

内
容

初
心
者
向
け
の
ウ
イ
ン

ド
サ
ー
フ
ィ
ン
講
座

定
員

１５
人
（
定
員
に
な
り
次

第
、
締
め
切
り
）

受
講
料

１
５
０
０
円
（
保
険

料
含
む
）

申
込
開
始
日

８
月
１
日
d

申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

清
音

公
民
館
（
1
(4
０
１
３
１
）

ふ
れ
あ
い
う
た
ご
え
教
室

日
時

９
月
９
日
a
、
午
後
１

時
か
ら
３
時
ま
で

場
所

サ
ン
ワ
ー
ク
総
社

定
員

３０
人
（
定
員
に
な
り
次

第
、
締
め
切
り
）

参
加
費

無
料

講
師

桧
山
武
雄
さ
ん

申
込
開
始
日

８
月
１０
日
f

申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
　
サ
ン

ワ
ー
ク
総
社
（
1
(3
８
８
０
７
）

パ
ソ
コ
ン
講
座
受
講
生

日
時

９
月
８
日
g
・
１５
日

g
・
２２
日
g
・
２９
日
g
、
い
ず
れ

も
午
後
１
時
３０
分
か
ら
４
時
３０
分

ま
で場

所

中
央
公
民
館

定
員

２０
人
（
申
込
多
数
の
場

合
は
抽
選
）

内
容

エ
ク
セ
ル
の
基
本
操
作

対
象

１８
歳
以
上
の
人
で
、
市

内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人
。

た
だ
し
、
こ
れ
ま
で
に
受
講
済
み

の
講
座
は
申
し
込
む
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん

受
講
料

無
料
。
た
だ
し
、
教

材
費
が
必
要

申
込
方
法

往
復
ハ
ガ
キ
に
、

講
座
名
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性

別
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、
生
涯
学

習
課
あ
て
申
し
込
む
。
た
だ
し
、

ハ
ガ
キ
１
枚
に
つ
き
１
人
と
し
、

１
人
１
通
の
み
と
し
ま
す

申
込
期
限

８
月
１７
日
f
（
必

着
）申

込
先
・
問
い
合
わ
せ

生
涯

学
習
課
社
会
教
育
係
（
1
(2
８
３

６
２
、
〒
７
１
９
│
１
１
９
２
　
中

央
一
丁
目
１
番
１
号
）

パ
ソ
コ
ン
相
談
会

日
時

８
月
１
日
d
、
午
前
１０

時
か
ら
午
後
８
時
ま
で

内
容

再
就
職
に
必
要
な
パ
ソ

コ
ン
の
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
る
た

め
の
相
談

場
所

働
く
婦
人
の
家

対
象

市
内
在
住
、
在
勤
の
人

定
員

１
回
１
人
か
ら
２
人

（
１
回
５０
分
ま
で
）

受
講
料

無
料

そ
の
他

要
予
約

申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

働
く

婦
人
の
家
（
1
(3
１
１
８
０
）

ぴ
あ
サ
ロ
ン

日
時

８
月
９
日
e
、
午
前
１０

時
か
ら
午
後
１２
時
３０
分
ま
で

場
所

働
く
婦
人
の
家

内
容

再
就
職
に
必
要
な
情
報

交
換
や
日
ご
ろ
の
悩
み
（
子
ど
も

の
こ
と
や
介
護
の
こ
と
な
ど
）
を

共
有
で
き
る
集
い

参
加
費

無
料
。
た
だ
し
、
お

茶
代
１
０
０
円
必
要

対
象

市
内
在
住
、
在
勤
の
人

定
員

１０
人

申
込
先
・
問
い
合
せ

働
く
婦

人
の
家
（
1
(3
１
１
８
０
）

市
営
住
宅
入
居
者

募
集
住
宅

浅
尾
住
宅
１
戸

美
袋
浅
井
住
宅
１
戸

受
付
期
間

８
月
１
日
d
か
ら

８
月
１５
日
d
ま
で
　
　
　
　
　
　
　
　

入
居
予
定
日

９
月
３
日
b

申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

都
市

計
画
課
営
繕
住
宅
係
（
1
(2
８
２

８
７
）

行
方
不
明
者
を
探
す

相
談
所

家
族
や
お
知
り
合
い
の
安
否
を
、

日
夜
気
遣
っ
て
い
る
人
は
、
遠
慮

な
く
ご
利
用
く
だ
さ
い

日
時

８
月
６
日
b
か
ら
１０
日

f
ま
で
、
い
ず
れ
も
午
前
９
時
か

ら
午
後
４
時
ま
で

場
所
・
問
い
合
わ
せ

鑑
識
科

学
セ
ン
タ
ー
（
1
０
８
６

０
１

１
０
、
岡
山
市
富
田
町
一
丁
目
３

番
２
号
）
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カ
ヌ
ー
で
あ
そ
ぼ
う

日
時

８
月
１１
日
g
、
午
前
９

時
３０
分
か
ら
１１
時
３０
分
ま
で

場
所

そ
う
じ
ゃ
水
辺
の
楽
校

定
員

３０
人
（
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
だ
れ
で
も
可
。
定
員
に
な
り
次

第
、
締
切
り
）

参
加
費

子
ど
も
５
０
０
円
、

高
校
生
以
上
１
０
０
０
円

申
込
方
法

住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
・
年
齢
、「
カ
ヌ
ー
で
あ
そ

ぼ
う
希
望
」
と
書
い
て
フ
ァ
ク
シ
ミ

リ
で
申
し
込
む

申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

そ
う

じ
ゃ
水
辺
の
楽
校
（
1
０
８
０
│

１

９
２
１
│
８
２
２
３
、
1
・
5
(4
０

１
８
０
）

小
学
生
華
道
教
室

日
時

８
月
１８
日
g
・
２５
日
g
、

午
前
１０
時
か
ら
正
午
ま
で

場
所

中
央
公
民
館
　

内
容

小
学
生
向
け
の
華
道

対
象

市
内
の
小
学
生

定
員

１５
人（
定
員
に
な
り
次
第
、

締
め
切
り
）

材
料
代

１
６
０
０
円

持
参
品

は
さ
み
、
筆
記
用
具

申
込
方
法

材
料
代
１
６
０
０

円
を
添
え
て
、
中
央
公
民
館
へ
申
し

込
む
。
欠
席
に
よ
る
払
い
戻
し
は
あ

り
ま
せ
ん

受
付
開
始
日

８
月
４
日
g

申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

中
央

公
民
館
（
1
(2
３
４
９
１
　
月
曜

日
は
休
館
）

親
子
の
ふ
れ
あ
い

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

①
風
船
で
遊
ぼ
う
！

日
時

８
月
２１
日
c
、
午
前
９

時
３０
分
か
ら
１１
時
ま
で

場
所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容
　
岡
山
市
子
ど
も
会
育
成
連

絡
協
議
会
の
久
世
英
一
さ
ん
が
、
バ

ル
ー
ン
ア
ー
ト
な
ど
風
船
を
使
っ
た

遊
び
を
指
導

対
象

幼
児
期
の
子
ど
も
と
そ
の

保
護
者
な
ど
５０
組
（
申
込
多
数
の
場

合
は
抽
選
）

参
加
費

１
人
１
０
０
円
（
風

船
代
）

申
込
期
限

８
月
７
日
c
（
必

着
）

②
よ
う
こ
先
生
と
遊
ぼ
う
！

日
時

９
月
１３
日
e
、
９
月
２７

日
e
、
１０
月
１１
日
e
、
１０
月
２５
日

e
、
い
ず
れ
も
午
前
９
時
３０
分
か
ら

１１
時
ま
で

場
所

サ
ン
ワ
ー
ク
総
社
　

内
容

日
本
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

協
会
公
認
指
導
者
の
山
本
暢
子
さ
ん

の
指
導
で
、
親
子
体
操
や
ゲ
ー
ム
、

創
作
活
動
な
ど
を
行
う

対
象

幼
児
期
の
子
ど
も
と
そ
の

保
護
者
な
ど
３０
組
（
申
込
多
数
の
場

合
は
抽
選
）

参
加
費

１
人
１
０
０
円
（
保

険
料
な
ど
）

申
込
期
限

８
月
３０
日
e
（
必

着
）

●

●

●

●

●

●

託
児

い
ず
れ
も
あ
り
。
１
歳
未

満
の
乳
児
（
事
前
に
申
し
込
み
が
必

要
）申

込
方
法

希
望
す
る
コ
ー
ス

（
両
方
、
①
も
し
く
は
②
）・
郵
便
番

号
・
住
所
・
親
子
の
氏
名
・
子
ど
も
の

年
齢
・
電
話
番
号
、
託
児
希
望
の
場

合
は
「
託
児
希
望
」
と
子
ど
も
の
名

前
と
年
齢
を
明
記
の
う
え
、
ハ
ガ
キ

で
申
し
込
む

申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

生
涯

学
習
課
社
会
教
育
係
（
1
(2
８
３

６
２
、
〒
７
１
│
９
１
１
９
２

中
央

一
丁
目
１
番
１
号
）

子
育
て
講
演
会

日
時

９
月
４
日
c
、
午
前
９

時
４５
分
か
ら
１１
時
１５
分
ま
で
　

場
所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容

「
お
い
し
く
た
の
し
く

な
ん
で
も
た
べ
よ
う
大
作
戦
！
」
と

題
し
、
講
話
と
調
理
実
習

対
象

幼
児
期
の
子
ど
も
を
も
つ

保
護
者
な
ど

参
加
費

材
料
代
２
０
０
円

託
児

あ
り
。
定
員
２０
人
。
保
険

料
１
人
１
０
０
円
。
事
前
の
申
し
込

み
が
必
要

申
込
方
法

は
が
き
に
講
座
名
・

郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
、
託
児
希
望
の
場
合
は
子
ど
も
の

名
前
と
年
齢
を
明
記

申
込
期
限

８
月
２１
日
c

申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

生
涯

学
習
課
社
会
教
育
係
（
1
(2
８
３

６
２
、
〒
７
１
９
│

１
１
９
２
　
中

央
一
丁
目
１
番
１
号
）

国
際
交
流
講
座

〜
韓
国
の
概
要
・
文
化
に
つ
い
て
〜

日
時

８
月
３１
日
f
、
午
前
１０
時

か
ら
正
午
ま
で

場
所

中
央
公
民
館

内
容

岡
山
県
国
際
交
流
員
の

尹ゆ
ん

瑜ゆ

珍じ
ん

さ
ん
が
、
韓
国
の
文
化
や

歴
史
な
ど
に
つ
い
て
講
義

対
象

市
内
に
在
住
・
在
勤
の
人

定
員

４５
人（
定
員
に
な
り
次
第
、

締
め
切
り
）

受
講
料

無
料

申
込
方
法

電
話
か
直
接
申
し

込
む受

付
開
始
日

８
月
３
日
f

申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

中
央

公
民
館
（
1
(2
３
４
９
１
　
月
曜

日
は
休
館
）

募
　
集

伝
言
板

催
し
物

募
　
集

相
　
談

く
ら
し

募
　
集

伝
言
板

催
し
物

相
　
談

相
　
談

相
　
談

く
ら
し

なんば・みちこさんが、自身の執筆作『新・吉備路のおはなし』
を朗読。各親子で読み聞かせを行う体験をします。
市内のおおむね４歳以上小学生以下の子どもとその保護者４０
組（定員になり次第、締め切り）が対象。参加無料。
申込方法 ８月１日d以降、申込書か電話で申し込む　
申込先・問い合わせ 生涯学習課社会教育係（1(2８３６２）

親子どんどん読書事業

「吉備のお話を聞く会」 8/19Ó
午後２時から３時３０分まで

市図書館

県立博物館を誘致する会が制作し

た『新・吉備路のおはなし』

市内に在住の男性で、退職後に料理を始めたい人を対
象に、６回シリーズで開きます。
総社男性料理クラブの会員が、みそ汁や煮魚、炊き込

みご飯など基本的なメニューの調理方法を指導します。
定員は２０人（申込多数の場合は抽選）で、８月２４日

fまでに電話で申し込む。材料代３０００円が必要です。
申込先・問い合わせ 健康づくり課健康増進係（1(2

８２５９）

男性料理教室
健康づくりと仲間づくりに

９月から来年２月までの毎月第２木曜日
いずれも午前９時３０分から

午後０時３０分まで
総社市保健センター

初心者
向け
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女
性
相
談

日
時

８
月
１５
日
d
、
午
前
１０

時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

場
所

働
く
婦
人
の
家

内
容

子
育
て
や
家
族
に
関
す

る
悩
み
、
人
づ
き
あ
い
の
ス
ト
レ

ス
、
職
場
で
の
セ
ク
ハ
ラ
、
夫
や

恋
人
か
ら
の
暴
力
、
心
や
体
の
こ

と
な
ど
女
性
の
た
め
の
相
談
　

申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

働
く

婦
人
の
家
（
1
(3
１
１
８
０
）

消
費
生
活
相
談

日
時

８
月
１５
日
d
、
午
前
９

時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

場
所

市
役
所
２
階
会
議
室

内
容

架
空
請
求
や
悪
質
商
法

な
ど
に
よ
る
消
費
生
活
ト
ラ
ブ
ル

の
相
談
、
消
費
生
活
情
報
の
提
供

相
談
員

岡
山
県
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
の
専
門
相
談
員

問
い
合
わ
せ

人
権
・
ま
ち
づ

く
り
推
進
課
ま
ち
づ
く
り
支
援
係

（
1
(2
８
２
４
２
）

年
金
相
談

日
時

８
月
２３
日
e
、
午
前
１０

時
か
ら
正
午
ま
で
と
、
午
後
１
時

か
ら
３
時
ま
で

場
所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容

国
民
年
金
や
厚
生
年
金

の
給
付
に
つ
い
て
の
個
別
相
談

申
込
方
法

８
月
２２
日
d
ま
で

に
予
約
し
て
く
だ
さ
い

申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

倉
敷

東
社
会
保
険
事
務
所（
1
０
８
６

６
１
５
６
）

無
料
法
律
人
権
行
政
相
談

日
時

９
月
５
日
d
、
午
後
１

時
か
ら
３
時
ま
で

場
所

西
庁
舎
３
０
１
会
議
室

相
談
員

弁
護
士
（
要
予
約
）、

人
権
擁
護
委
員
、
行
政
相
談
委
員
、

司
法
書
士

そ
の
他

弁
護
士
へ
の
予
約
受
付

は
、
８
月
１５
日
d
か
ら
開
始
し
、
定

員
と
な
り
次
第
、
締
切
り

申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

人

権
・
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
人
権
推
進

係
（
1
(2
８
２
５
３
）

無
料
巡
回
法
律
相
談

日
時

９
月
１２
日
d
、
午
前
１０

時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

場
所

西
庁
舎
３
０
１
会
議
室

相
談
員

弁
護
士
（
要
予
約
）

受
付
開
始
日

８
月
１５
日
d
、

（
定
員
と
な
り
次
第
、
締
め
切
り
）

申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

人

権
・
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
人
権
推

進
係
（
1
(2
８
２
５
３
）

岡
山
県
立
大
学
公
開
講
座

日
時
・
内
容

左
の
表
の
と
お

り
場
所

岡
山
県
立
大
学

テ
ー
マ

人
間
中
心
の
設
計
思

想
　
〜
地
球
に
や
さ
し
い
も
の
づ

く
り
・
人
づ
く
り
〜

対
象
﹇
Ａ
コ
ー
ス
﹈
小
学
４
年

生
か
ら
６
年
生
ま
で
の
子
ど
も
と

そ
の
保
護
者（
３０
組
）、﹇
Ｂ
コ
ー
ス
﹈

だ
れ
で
も
（
８０
人
）

受
講
料

無
料

申
込
方
法

ハ

ガ
キ
に
住
所
・
氏

名
・
職
業
・
電
話
番

号
・
希
望
コ
ー
ス
を

明
記
し
、
８
月
８
日

d
（
当
日
消
印
有

効
）
ま
で
に
申
し
込

む
申
込
先
・
問
い

合
わ
せ

岡
山
県

立
大
学
事
務
局
総
務

課
企
画
広
報
班

（
1
(4
９
１
７
２
、

〒
７
１
９
│

１
１
９

７
　
窪
木
１
１
１
）

鬼
と
鉄
を
テ
ー
マ
に

ア
ー
ト
展
と

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

鬼
ノ
城
た
た
ら
倶
楽
部
で
は
、

鬼
と
鉄
を
テ
ー
マ
に
、
ア
ー
ト
展

と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
き
ま
す
。

◆
ア
ー
ト
展

日
時

８
月
２７
日
b
か
ら
９
月

２
日
a
ま
で
、
い
ず
れ
も
午
前
１０

時
か
ら
午
後
６
時
ま
で

場
所

さ
ん
太
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（
岡
山
市
）

内
容

７
人
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

に
よ
る
鬼
や
鉄
を
テ
ー
マ
に
し
た

作
品
展
示
。
鬼
の
面
や
備
中
鍬ぐ
わ

な

ど
が
並
ぶ●

●

●

●

●

●

◆
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

日
時

９
月
２
日
a
、
午
後
２

時
か
ら
５
時
ま
で

場
所

さ
ん
太
ホ
ー
ル
（
岡
山

市
）内

容

温う

羅ら

や
た
た
ら
の
専
門

家
に
よ
る
講
演
や
パ
ネ
リ
ス
ト
に

よ
る
討
論
会
で
、
鬼
と
鉄
に
つ
い

て
の
意
見
や
考
え
を
熱
く
語
る

定
員

３
０
０
人

そ
の
他

入
場
チ
ケ
ッ
ト
の
発

売
は
、
８
月
初
旬
か
ら
　

問
い
合
わ
せ

鬼
ノ
城
た
た
ら

倶
楽
部
事
務
局
　
小
沢
さ
ん
（
1

(2
０
０
７
５
）

423

ひ
き
こ
も
り
脱
出
支
援

座
談
会

日
時

８
月
２０
日
b
、
午
後
１

時
３０
分
か
ら
４
時
３０
分
ま
で
　
　
　
　

場
所

総
社
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

対
象

ひ
き
こ
も
り
を
中
心
と

し
た
、
青
年
期
・
思
春
期
の
心
の

問
題
に
悩
む
ご
家
族
の
皆
様

内
容

座
談
会
「
こ
ん
な
時
ど

う
す
る
の
？
困
っ
た
こ
と
・
気
が

か
り
な
こ
と
を
語
り
合
い
ま
し
ょ

う
。」助

言
者

臨
床
心
理
士
　
兒
山

志
保
美

申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

岡
山

県
倉
敷
保
健
所
保
健
課
（
1
０
８

６

７
０
５
７
）

保
育
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

講
座日

時

９
月
１４
日
f
、
午
後
６

時
３０
分
か
ら
８
時
ま
で

場
所

岡
山
県
立
大
学

内
容

こ
れ
か
ら
の
子
育
て
支

援
と
保
育
所
の
役
割
を
学
ぶ

講
師

中
野
菜
穂
子
准
教
授

定
員

５０
人
（
定
員
に
な
り
次

第
、
締
切
り
）

申
込
方
法

氏
名
・
所
属
・
Ｆ

Ａ
Ｘ
番
号
を
記
入
し
、
フ
ァ
ク
シ

ミ
リ
で
申
し
込
む

申
込
開
始
日

８
月
１
日
d

申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

岡
山

県
立
大
学
　
西
山
さ
ん
（
5
(4
２

０
３
４
）

防
衛
省
か
ら
の
お
知
ら
せ

防
衛
省
で
は
、
平
成
１９
年
度
採

用
予
定
の
各
種
学
生
等
の
募
集
を

行
な
い
ま
す
。

職
種
・
応
募
資
格

▽
航
空
学

生
﹇
男
女
・
パ
イ
ロ
ッ
ト
﹈
＝
高
卒

で
２１
歳
未
満
が
対
象
　
▽
一
般
曹

候
補
生
﹇
男
女
﹈
と
２
等
陸
・
海
・

空
士
﹇
女
子
﹈
＝
１８
歳
以
上
２７
歳
未

満
が
対
象
　
▽
２
等
陸
・
海
・
空
士

﹇
男
子
﹈
＝
１８
歳
以
上
２７
歳
未
満
が

対
象受

付
期
間

８
月
１
日
d
か
ら

９
月
７
日
f
ま
で
。
た
だ
し
、
２

等
陸
・
海
・
空
士
﹇
男
子
﹈
は
、
１０

月
採
用
が
９
月
５
日
d
ま
で
、

３
・
４
月
採
用
が
９
月
２６
日
d
ま

で
試
験
期
日

▽
航
空
学
生
＝
９

月
２２
日
g

▽
一
般
曹
候
補
生
＝
９

月
１７
日
-

▽
２
等
陸
・
海
・
空
士

﹇
女
子
﹈
＝
９
月
２４
日
0
・
２５
日

c
の
２
日
間
　
▽
２
等
陸
・
海
・
空

士
﹇
男
子
﹈
＝
１０
月
採
用
が
９
月
８

日
g
。
３
・
４
月
採
用
が
９
月
２７

日
e
・
２８
日
f
の
２
日
間

合
格
発
表

▽
航
空
学
生
＝
１０

月
５
日
f

▽
一
般
曹
候
補
生
＝

１０
月
１
日
b

▽
２
等
陸
・
海
・
空

士
﹇
女
子
﹈
＝
１１
月
１６
日
f

▽

２
等
陸
・
海
・
空
士
﹇
男
子
﹈
＝
１０

月
採
用
が
試
験
日
よ
り
お
お
む
ね

１
か
月
後
。
３
・
４
月
採
用
が
１１
月

中
旬
ご
ろ

申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

自
衛

隊
高
梁
地
域
事
務
所
（
1
０
８
６

６
@2
２
３
１
４
）
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募
　
集

伝
言
板

伝
言
板

催
し
物

伝
言
板

相
　
談

く
ら
し

水 道 修 繕 当 番

休 日 の 当 番 医休 日 の 当 番 医休 日 の 当 番 医

図 書 館 か ら

【診察時間　９：００～１７：００】

水 道 修 繕 当 番水 道 修 繕 当 番

休 日 の 当 番 医

水 道 修 繕 当 番

図 書 館 か ら

【待機時間　８：００～１７：００】

月日（曜）
医療機関名・所在地・電話番号

外　科　系 内　科　系

８月５日A
泉クリニック　　　　　 くにとみクリニック

小寺　 1(45050 門田　 1(20255

８月１２日A
薬師寺慈恵病院 藤井整形外科

総社一丁目 1(20146 中央二丁目1(21195

８月１９日A
診療ドクター杉生　　 薬師寺医院

門田　 1(25771 中央一丁目1(36555

８月２６日A
こうら整形外科　　 清音クリニック

中央六丁目 1(02020 清音三因 1(44111

９月２日A
福田泌尿器科医院　　　 やまてクリニック

中央二丁目　1(27121 岡谷　 1(29200

月日（曜） 修繕工事店 電話番号

８月 ４ 日G 浅沼建設工業㈱　 1(91351

８月 ５ 日A ㈱神原工業　　 1(99427

８月１１日G ㈱大伸建設工業　 1(32762

８月１２日A 広成工業㈲総社営業所　 1(38029

８月１３日B ㈱中電工総社営業所　 1(22375

８月１４日C ㈱エンスイ工業　 1(24859

８月１５日D ㈲秋山設備　 1(31331

８月１６日E ㈱エイゼン社　 1(32761

８月１８日G ㈲イケガミスチール　 1(38271

８月１９日A ㈱カザケン　 1(00777

８月２５日G ㈱神原工業　 1(99427

８月２６日A 浅沼建設工業㈱　 1(91351

９月 １ 日G ㈱エンスイ工業 1(24859

■吉備医師会1(3５９７６ ■救急1１１９

募
　
集

伝
言
板

催
し
物

相
　
談

相
　
談

相
　
談

く
ら
し

■岡山県立大学の公開講座の一覧
開催日　　 コース 時　間　　　 内　　　　　　　　　　　容

８月２０日B － 13:30～13:40 開講式

Ａ 13:40～16:15 トランポリンでバランスをとってみよう（実技）

８月２１日C Ａ 13:30～16:05 スポーツ運動の基本を調べよう（実測）

８月２２日D Ａ 13:30～16:05 人を引き込む身体的コミュニケーション技術（講義・実演）

８月２５日G Ｂ 13:30～15:00 人間の動的持性を考慮した製品開発（講義）

Ｂ 15:10～16:40 超伝導センサーで測る脳の活動（講義）

９月１日G Ｂ 13:30～15:00 制御とロボティックス（講義）

Ｂ 15:10～16:40 人間中心のデジタルミュージアム（講義・実演）

９月８日G Ｂ 13:30～15:00 地球と人に優しい熱機器（講義）

Ｂ 15:10～16:40 地域住民の視点から考える情報通信技術の進展（講義）

－ 16:40～16:50 閉講式
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◎広報紙を読んだ感想や今後取り上げてほしい記事、総社市への思い、あなたの身近な出来事
など好きなことをお書きください。絵も受け付けています。

今 月 の 表 紙

おたより待ってます

北小学区おどろう会のぞう
りづくり。これをはいて、総
おどりに出ますとニッコリ

■庭木のせん定をした。高校
３年の子どもが生まれたとき
に植えた木も、人の背丈を越
えるほどになった。いつの間
に大きくなったものだ。時の
流れを感じる。
■最近、運動不足なので寝る
前に毎日ストレッチをするこ
とにした。いつまで続くこと
やら･･･。やはり、健康が一
番！
■食のページに掲載している
はし置きは、毎月変えている。
食べれるもので、おもしろい
ものはないかと探し歩いいる。
今後に期待を！

※投稿いただいた記事は紙面の都合上一部編集させて
いただくことがあります。あらかじめ御了承ください。

編 集 後 記

読者のページ

読者の皆さんから届いたお便りなどを紹介します
市図書館からの
　　　 お知らせ

［今月の催し物］

石川九揚・著　新潮社

●おとぎのへや・おはなしのへや
日時 ８月４日g、１１日g、１８日

g、午後３時から
内容 絵本の読み聞かせなど　

●このゆびとまれ（乳幼児のための読み聞かせ）
日時 ８月２８日c、午前１０時か

ら
内容 絵本の読み聞かせなど

●アニメのへや
日時 ８月２５日g、午後３時から
内容 アニメの上映

●りんご読書会
日時 ８月２２日d、午後２時から
本 『この命、何をあくせく』

城山三郎・著　

●朗読テープ図書を聴く会
日時 ８月３０日e、午前１０時３０

分から
内容『御宿かわせみ』平岩弓枝・著

ほか

ポ ケットからなにがでる？
和田誠・作　福音館書店

ネズミのちゅうた君のポケットから、
象のはなこちゃんのポケットから、とな
かいのルドルフ君のポケットから、いっ
たい何が出る？月刊誌『おおきなポケッ
ト』の表紙と裏表紙の絵に言葉をつけて
構成した絵本。

ひらがなの美学

分野　　書　　　名 著者・出版社名

読書 赤ちゃんからの絵本ガイド　 主婦の友社　

歴史 名城と合戦の日本史　 小和田哲男・著　新潮社

商業 カンブリア宮殿　村上龍×経済人

村上龍・著　日本経済新聞出版社

社会 ハッピー・コミュニケーション 家庭内編　小学館

福祉 これからの年金・医療・福祉 あべ俊子・著　中央経済社

教育 デジタルキッズ　 坂本旬・著　旬報社

生物 生き残る生物絶滅する生物

泰中啓一・著　日本実業出版社

医学 健康を診る病を知る　 泉孝英・著　ミネルヴァ書房

工学 困ったときのブログ逆引きリファレンス

森和恵・著　技術評論社

料理 フライパンひとつで毎日のおかず　

大庭英子・著　家の光協会

趣味 山田香織の小さな盆栽づくり 山田香織・著　主婦の友社

芸術 世界遺産なるほど地図帳　 講談社

趣味 はじめての社交ダンス　 松村昌弘・著　講談社

文学 いい子は家で　 青木淳悟・著　新潮社

文学 るんびにの子供 宇佐美まこと・著　メディアファクトリー

文学 狂宴の果て　 江上剛・著　角川書店

文学 灰色のダイエットコカコーラ 佐藤友哉・著　講談社

文学 カシオペアの丘で　上・下巻　 重松清・著　講談社

文学 純愛小説　 篠田節子・著　角川書店

文学 夜想　 貫井徳郎・著　文芸春秋

文学 銀しゃり　 山本一力・著　小学館

文学 抹殺 東直己・著　光文社

文学 中年前夜　 甘糟りり子・著　小学館

文学 人柱はミイラと出会う　 石持浅海・著　新潮社

［今月の新刊］ ［自動車文庫巡回日程］

問い合わせ 市図書館（1(3４４２２） 開館時間 ９：００～１８：００
休館日 ８月６日、１３日、２０日、２７日　　

月日（曜） 駐車場名 駐車時間

８月１日D 昭和公民館下倉分館 15:30～16:00

８月２日E 昭和出張所 14:00～14:30

清梁園 15:00～15:30

８月４日G 常盤たんぽぽ児童クラブ 14:10～14:30

桃山団地集会所 15:00～15:40

８月５日A 日羽公民館 10:30～11:10

西公民館新本分館 14:00～14:30

中央公民館総社北分館 15:00～16:00

８月７日C 東公民館服部分館 15:00～15:30

８月８日D 東阿曽公会堂前 14:30～15:00

東公民館阿曽分館 15:20～16:00

８月９日E ＪＲ豪渓駅前 14:30～15:00

中央公民館池田分館 15:30～16:00

８月１０日F ゆめタウン 15:00～15:30

西公民館神在分館 15:35～16:15

８月１１日G 山手公民館 10:00～10:30

清音公民館 11:00～11:30

８月１４日C 大谷公会堂 14:30～15:00

西公民館秦分館 15:30～16:00

８月１５日D 西公民館山田分館 14:30～15:00

西公民館久代分館 15:30～16:00

８月１９日A 旧ＪＡ三須支店 10:30～11:10

槁集会所 14:00～14:20

昭和公民館富山分館 14:40～15:00

種井公会堂 15:20～15:40

９月２日A 日羽公民館 10:30～11:10

西公民館新本分館 14:00～14:30

中央公民館総社北分館 15:00～16:00

「ひらがな」ほど、私たちにとって身
近なものはない。でも「ひらがな」には、
謎が一杯。今から千百年前のひらがな誕
生は、日本文化のかたちを決定づけた大
事件だった。「ひらがな」から日本を読
み解く。

夏
至
の
夜
に
２
時
間
だ
け
電
気
を

消
し
て
ス
ロ
ー
な
夜
を
と
、
２

０
０
３
年
に
始
ま
っ
た「
１
０
０
万
人

の
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
」。
総
社
で
も

と
い
う
こ
と
に
な
り
有
志
で
６
月
２２

日
、
省
エ
ネ
や
平
和
へ
の
思
い
を
こ
め

て
約
１
０
０
個
の
ろ
う
そ
く
を
カ
ミ
ガ

ツ
ジ
プ
ラ
ザ
に
と
も
し
ま
し
た
。
し
ば

し
足
を
止
め
、
幻
想
的
な
景
色
に
見
入

る
人
も
い
ま
し
た
。

そ
の
な
か
で
「
隣
の
家
が
真
っ
暗
な

ん
よ
。
子
ど
も
が
今
日
は
電
気
を
消
す

日
じ
ゃ
言
う
ん
で
す
よ
」
と
い
う
話
を

聞
き
、
子
ど
も
の
素
直
さ
に
心
温
ま
る

思
い
が
し
た
の
と
同
時
に
、
大
人
の
言

動
・
行
動
の
責
任
の
重
さ
を
感
じ
ま
し

た
。
そ
し
て
、
や
さ
し
さ
の
灯
り
を
と

も
し
続
け
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

（
森
光
康
恵
さ
ん
・
井
手
）

●

わ
が
総
社
東
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
は
、
第
３２
回
岡
山
県
学
童
軟

式
野
球
選
手
権
大
会
で
チ
ー
ム
再
結
成

６
年
目
で
念
願
の
初
優
勝
。
８
月
４
日

か
ら
水
戸
市
で
行
わ
れ
る
全
国
大
会
に

出
場
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し

た
。６

月
１０
日
、

総
社
市
で
行
わ

れ
た
決
勝
戦

は
、
序
盤
か
ら

小
刻
み
に
得
点

を
重
ね
る
展
開

で
、
守
っ
て
は

バ
ッ
ク
が
投
手

を
盛
り
立
て
、

最
少
失
点
に
抑
え
て
の
快
勝
で
し
た
。

「
み
ん
な
が
自
分
の
役
割
を
自
覚
し
、

想
像
以
上
の
力
を
出
し
て
く
れ
た
」
と

平
田
監
督
も
絶
賛
で
し
た
。

全
国
大
会
を
控
え
、
小
学
３
年
生
か

ら
６
年
生
ま
で
の
２３
人
は
、
暑
さ
に
負

け
ず
、
張
り
切
っ
て
練
習
に
励
ん
で
い

ま
す
。
そ
し
て
、
全
国
大
会
で
は
、
初

戦
突
破
と
機
動
力
を
生
か
し
た
う
ち
の

チ
ー
ム
の
野
球
を
精
一
杯
や
り
た
い
と

意
気
込
ん
で
い
ま
す
。

（
出
原
智
志
さ
ん
・
下
林
）

●

神
在
小
学
校
５
年
生
３６
人
が
６
月

２６
日
、
学
校
近
く
の
水
田
で
田

植
え
の
体
験
を
し
ま
し
た
。

地
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
が
、
約
４０

か
ら
５０
株
を
一
つ
に
し
た
苗
の
束
を
、

田
ん
ぼ
へ
投
げ
入
れ
る
様
子
が
お
も
し

ろ
く
見
え
た
の
か
、
子

ど
も
た
ち
も
や
り
た
そ

う
で
し
た
。

田
植
え
は
、
一
時
間

余
り
で
終
わ
り
ま
し
た
。

初
め
て
田
ん
ぼ
に
入
る

子
ど
も
は
、「
ぬ
る
ぬ
る

し
て
気
持
ち
悪
い
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

人
か
ら
、
田
植
え
綱
の

赤
い
印
に
そ
っ
て
植
え

る
方
法
を
教
え
て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た

が
、
し
っ
か
り
と
植
え
ら
れ
ず
、
苗
が

浮
い
て
し
ま
う
子
ど
も
も
い
ま
し
た
。

見
て
い
て
、
今
の
子
ど
も
た
ち
に
は
、

い
ろ
い
ろ
な
体
験
が
不
足
し
て
い
る
よ

う
に
思
い
ま
し
た
。
一
つ
の
体
験
が
、

次
の
体
験
の
基
礎
に
な
り
ま
す
。
い
ろ

ん
な
こ
と
に
興
味
を
も
ち
、
挑
戦
し
て

ほ
し
い
も
の
で
す
。

（
市
政
モ
ニ
タ
ー

下
山
勝
申
さ
ん
・
富
原
）

幻想的なあかり

優勝した総社東野球スポーツ少年団

田植えの様子
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d点線に沿って切り取ってください。（官製ハガキでも可）

市 民 憲 章

わたくしたちは、美しい自然と豊かな吉
備文化にはぐくまれている総社市民です。
このことに誇りと責任をもち明るく豊か
なまちをつくることにつとめます。
１郷土を大切に
美しい環境をまもりましょう。

１生涯学び
明るい家庭をきずきましょう。

１たがいに助け合い
あたたかいまちをつくりましょう。

◎市の花/れんげ
◎市の木/もみじ
◎市の鳥/タンチョウ

み
ん
な
で
楽
し
く
「
食
」
を
知
る

保
育
所
・
幼
稚
園
の
取
り
組
み

食 ～しょくいく～育

食べることは、すべてのみなも

ピ
ン
球
が
は
ね
る
軽
や
か
な
音
と
と
も
に
明
る

い
歓
声
が
、
き
よ
ね
夢
て
ら
す
の
ホ
ー
ル
に
、
響

い
て
い
ま
す
。「
き
よ
ね
ス
ポ
ー
ツ
く
ら
ぶ
」
が
主

催
す
る
、
シ
ニ
ア
卓
球
同
好
会
の
活
動
の
一
コ
マ

で
す
。

清
音
地
区
で
は
、
戦
後
間
も
な
い
こ
ろ
か
ら

「
市
民
皆
ス
ポ
ー
ツ
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
平
成
１４
年
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、

だ
れ
で
も
が
、
気
軽
に
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
「
き
よ
ね
ス
ポ
ー
ツ
く
ら
ぶ
」
が
設
立
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
地
域
住
民
に
よ
っ
て
自
主
運
営

さ
れ
て
い
る
く
ら
ぶ
で
す
。
当
時
と
し
て
は
、
全

国
的
に
も
め
ず
ら
し
い
取
り
組
み
で
し
た
。

き
よ
ね
ス
ポ
ー
ツ
く
ら
ぶ
で
は
、
き
よ
ね
夢
て

ら
す
を
活
動
の
拠
点
と
し
て
、
現
在
、
老
若
男
女

約
７
０
０
人
の
会
員
が
３１
種
目
の
ス
ポ
ー
ツ
を
楽

し
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
く
ら
ぶ
は
自
主
運
営
で
運

営
さ
れ
て
お
り
、
会
員
は
会
費
な
ど
を
納
め
る
こ

と
で
、
い
ろ
い
ろ
な
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で
い
ま

す
。ス

ポ
ー
ツ
と
い
え
ば
、
ど
う
し
て
も
競
技
ス
ポ

ー
ツ
に
目
が
向
き
が
ち
で
す
が
、
長
寿
と
健
康
の

た
め
に
は
、
一
人
ひ
と
り
が
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
身
近
な
環
境
の
整
備
が
大

切
で
す
。

市
で
は
、
こ
の
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
を
、

ス
ポ
ー
ツ
施
策
の
一
つ
の
大
き
な
柱
と
考
え
、
各

中
学
校
区
に
一
つ
ず
つ
新
た
な
ク
ラ
ブ
の
創
設

と
、
会
員
数
１
５
０
０
人
を
目
指
し
、
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

サトイモの大きな
葉にたまった露。こ
の露で墨をすり、字
を書くと、字が上手
になるとか……。

詳
し
い
こ
と
は
、
体
育
振
興
課
（
1
(3
２
１
０
０
）
ま
で

市
内
の
保
育
所
（
園
）
や
幼
稚
園
に
食
育
へ

の
取
り
組
み
を
尋
ね
る
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
形

で
、
子
ど
も
た
ち
に
食
の
大
切
さ
を
伝
え
る

活
動
を
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

作
物
の
世
話
・
収
穫
や
調
理
の
体
験
は
、

大
半
の
園
で
実
施
。「
早
寝
早
起
き
朝
ご
飯
」

や
「
食
べ
物
の
色
と
栄
養
」
な
ど
の
話
を
折
り

に
ふ
れ
て
園
児
に
話
し
た
り
、
配
ぜ
ん
や
片

付
け
を
園
児
に
体
験
さ
せ
た
り
す
る
園
も
多

く
あ
り
ま
し
た
。
独
自
の
食
育
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
を
作
り
、
保
護
者
に
配
布
し
て
い
る
園
も

あ
り
ま
す
。

食
は
生
涯
に
わ
た
っ
て
必
要
な
も
の
で

す
。
保
育
所
（
園
）
や
幼
稚
園
の
時
期
に
は
、

発
育
段
階
に
応
じ
て
食
生
活
や
食
習
慣
の
基

礎
を
培
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。「
お
腹

の
す
く
リ
ズ
ム
が
も
て
る
」、「
食
べ
た
い
も

の
や
好
き
な
食
べ
も
の
が
増
え
る
」、「
い
っ

し
ょ
に
食
べ
た
い
人
が
い
る
」、「
食
事
づ
く

り
や
準
備
に
か
か
わ
る
」、「
食
べ
も
の
の
こ

と
を
話
題
に
す
る
」。
こ
ん
な
子
ど
も
に
な

っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

正
し
い
食
生
活
や
食
習
慣
の
習
得
に
は
、

家
で
の
過
ご
し
方
も
重
要
で
す
の
で
、
楽
し

み
な
が
ら
教
え
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

気軽にスポーツを楽しむことができる気軽にスポーツを楽しむことができる
～総合型スポーツクラブ～

中央保育所の調理体験。じゃこ
とニラ、ニンジンを混ぜたネタを、
かわるがわるにホットプレートに
のせ「じゃこニラおやき」を作っ
た

サトイモと露

◎割り箸
ばし

の使用は控え、マイ箸を使うようにしましょう。

現 場
から

協働
のまちづくり！

和気あいあいと卓球を楽しむ「きよね
スポーツくらぶ」の会員


